
 

                    

 

 

 

東京都羽村市羽４１２２－２ 電話 ０４２－５５４－７８００ 

  「創る」 
校 長 鳥居 夕子 

明けまして、おめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 
 

年末から日本列島に寒波が襲い、東

北・北陸地方では停電が続くなどの被害

に見舞われました。厳しい寒さの中、暖

房が使えず多くの人々が大変な思いをさ

れたことと思います。こうしたニュース

に触れるたび、いつ、だれが、どんな状

況になるか、未来は不確定。そして人間

の力は自然の力には到底かなわないこと

を思い知らされます。「備えあれば憂いな

し」東京では晴天が続いていますが、今

一度、気を引き締めたいものです。 

さて、松林小学校では来年度の準備が

始まっています。これまでもお伝えしている通

り、来年度から、羽村市内の学校はすべて３学期

制となります。 

平成１６年、羽村市内の学校は、授業時数を無

理なく確保することができるなどの理由により

現在の２学期制となりました。それから２０年近

くを経て、学校を取り巻く状況も大きく変化しま

した。２０年の間には、「土曜日授業」の実施や

長期休業期間の弾力的な運用も可能になり、平成

３０年度からは、市内の中学校が３学期制になっ

ています。そして、来年度からは小学校でも３学

期制となります。 

現行の学習指導要領では、子供たちの「学びに

向かう力、人間性等の涵養」を実現することが新

たに示されています。「学びに向かう力」とは、

子供自身が自らに必要な学びに向かって、何をど

うやって学ぶかなどを考え、調整できるようにな

る力です。この力を身に付けるためには、日々の

教育活動の中で、私たち大人が子供たちの学びを

適宜評価してあげることが重要です。子供たちが

学びに向かっている姿を評価し、アドバイスする

ことで、子供自身が、自分の学びのスタイルを身

に付けていくことになります。これまで、前期と

後期の終わりにお渡ししている「あゆみ」は長い

スパンで子供たちの学びの成果をお伝えするも

のです。３学期制に変わることにより、「あゆみ」

はこれまでよりも短いスパンで子供たちの学習 

の様子をお伝えすることになります。併せて、教

師は単元や題材など、内容や時間のまとまりを見

通した評価の工夫をし、子供たちの習熟の様子や

変化をつかみます。そして、「何ができるように

なったのか」「どうすればできるようになるのか」

を子供たちに、その都度フィードバックします。

子供たちは、こうした教師との細かな振り返りに

より、「何を学んだか」「何がわからないのか」「ど

うすれば身に付くのか」を理解し、自分に必要な

学びに生かしていくことになります。 

本校では、来年度からの３学期制は、単に学期

の区切りが変えるということに留まらず、これま

で行ってきた教育活動の目的やその内容等を見

直していきます。これまで２学期制で行ってきた

教育活動が良くなかったということではありま

せん。時代の変化に伴って、社会が必要としてい

る人材は変化し、子供たちが直面している課題も

複雑になっています。今年度から新しい教育目標

に掲げた「自律から協調」を全ての教育活動の最

上位目標として、新しい学校創りを子供たちや保

護者、地域、そして子供たちを支えてくださる多

くの方々と共に考えていきたいです。 

今、まさに準備中ですので、新しい学校創りへ

の皆様のご意見やご提案をいただければ幸いで

す。兎年の一年が、皆様と松林小学校にとって飛

躍の年になることを祈念し、今年最初のご挨拶と

させていただきます。 

 松林小だより 
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